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 お知らせ  
 
■専用利用の平成２０年度使用手続について 
 
同封されております平成２０年度の使用手続きには提出期限がありますので、使用を希望される方は同封

の利用ルールをよくお読みの上､お早目の手続きをお願いいたします。 ４月以降、マリーナに艇を保管され

ない場合や住所の変更（市町村合併によるものは該当しません）、又は艇の入替を検討されている場合には、各

種手続が必要となりますのでその旨をマリーナまでご連絡ください。 
 

■「応急手当講習会」のご案内 
  
このたび、下記日程にて「応急手当講習会」を開催いたします。 

講習内容は、心肺蘇生法、止血法、気道異物除去などの知識と技術の習得に加え、実際に AED（自動体外

式除細動器）を使用した講習も行われます。 

 講習終了後には、柏崎市消防署より『普通救命講習 修了証』が交付されますので、この機会にぜひ本講

習に参加し、応急手当の知識と技術を身に付けてください。 
 

□ 日 時  平成２０年3月 2日（日） 午前 9時～午後１２時まで（３時間） 

□ 場 所  新潟県柏崎マリーナ ２階 会議室 

□ 定 員  ２０名（定員になり次第締め切らせていただきます。お早めにお申し込み下さい） 

□ 講 師  柏崎市消防署 救急係 様 

□ 受講料  無 料 

 

【主催】 柏崎ﾏﾘｰﾅｵｰﾅｰｽﾞｸﾗﾌﾞ、柏崎外洋ﾖｯﾄｸﾗﾌﾞ、柏崎ﾌｨｯｼﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ、新潟県柏崎ﾏﾘｰﾅ 

【お申込み・お問合せ先】 新潟県柏崎マリーナ 
 
■「マリーナ会員懇親会」のご報告  
 
昨年の去る12月 1日（土）に、恒例となりました「柏崎マリーナ会員懇親会」を開催いたしました｡    

当日は、皆様お忙しい中、総勢で69名もの方からご参加（うち女性8名）をいただきました。 会のほうも

終始賑やかな雰囲気で執り行われ、マリーナ職員を含めた参加者同士、互いに親睦を深められたのではない

かと思います。 懇親会では、恒例となった「ビンゴゲーム」や「大物賞」の授賞式などが行われましたが、

特に今回の大物賞は、柏崎日報社様が会場に取材に来られていたことも手伝って、大いに盛り上がりました。 

なお、懇親会の当日の様子を写真な

どでホームページ上に公開しておりま

すので、パソコンをお持ちの方はぜひ

ご覧になってみて下さい。 

 

（ご覧いただくにはパスワードが必要となります。

パソコンの入力画面に「nami」とご入力くださ

い。） 
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■港内および出入港時の航行ルール等遵守のお願い！ 
 

以前より掲示物等により皆様にお願いして参りました「航行ルール」、「航行マナー」の遵守についてです

が、なかには未だ全速力で入出港をされている船も散見されます。 これらの行為は、船同士の衝突や人身事

故などの直接的なものから、「引き波」の影響による間接的な二次災害まで様々な事故を引き起こす要因とな

っております。しかし、これらの事故は、皆様一人ひとりの意識の向上により未然に防ぐことが出来ます。  

下記内容をよくお読みいただき、日頃の安全航行の励行に努めてください。 
 

◆ 入港時は、船がマリーナ沖防波堤付近まで来たら、速度を十分に落としてください。 出会いがしらに出

港する船と衝突するおそれがあります。 また、手漕ぎボートや遊泳者等が航路を横断していることもあ

り得ますので、十分に速度を落とし、周囲の安全を確認しながら、入港してください。 

◆ 出港時は、マリーナ沖防波堤を過ぎるまで、スピードを十分に落とし、特に沖防波堤の間から飛び出し

てくる船を警戒しながら航行してください。 

◆ マリーナ内は、引き波を立てない程度の速力（速力の目安：５ﾉｯﾄ）で航行してください。 引き波を立てる

と、桟橋に係留してあるヨット等の船が大きく揺れ、船の中にいらっしゃる方や船へ乗り降りする方へ

大変ご迷惑となります。 また、ご自身の船の係留の際にも船が揺れ、落水や破損等のおそれがあります。 

◆ マリーナ内は緊急の場合を除き、「右側通行」で航行してください。 

◆ ヨットはモーターボートに比べ、操縦性能が低いため、基本的にはモーターボートが避航船でヨットは

保持船となるよう配慮してください。 

 

【最後に…】マリーナの航路は左右にテトラや防波堤などがあり、決して広いとは言えませんが、互いに速

度を落として航行すれば、十分に行き交える余裕があります。 また、ご自分ではゆっくり走っているつも

りでも周囲では思っている以上に引き波が立っていることも多々あります。上記のルールを守っていただく

のはもちろんのことですが、頑なにルールにとらわれることなく、その都度臨機応変に対応し、相手を思い

やる「マナー」を持つことこそ「シーマンシップ」といえるのではないでしょうか。 

上記のほか「海上衝突予防法」では、以下の通りに定められています。海上でこのようなケースがありま

したら、図のとおりに行動してください。 
 

【海上衝突予防法による万国共通の海の交通ルール】図中Aは保持船、Bは避航船 
 
※避航船：他の船の針路を避けなければならない方の船。出来る限り早めに大きな動作をしなければならない。 
※保持船：針路を避けられる方の船。針路と速力を変えずに現状を保持しなければならない。 
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 おさかな辞典  第 17回 ｢烏賊 (イカ)｣  
 

ひとくちに「イカ」と言っても、マリーナ近海で捕れるものには、ヤリイカ、ス

ルメイカ、アカイカ、アオリイカなど、様々な種類がいます。 

イカは人間にも魚にも非常に好まれて食べられる「餌」であることが多い生き物

です。硬い骨もなく、身はやわらかく栄養価が高い上、群れで行動し、捕獲しやす

いというメリットがあるのかもしれません。    

捕食する側からすると、『効率よく、食べやすい』餌ということでしょうか。 

イカは、世界中で約 500 種類おり、日本近海では約 130 種類いるなか、食

用とされているのはそのうちの20種類前後だそうです。 属性を大きく分ける

と、骨のような「甲羅」のあるコウイカ類と、甲羅のないツツイカ類の2種類に

分けられます。 イカは他の魚類に比べても脳が発達しており、その大きな眼は

非常に精巧に出来ており、プランクトンや小魚を捕食するのに役立っているよう

です。 常に外的から狙われている人気者であるため、身を守る方法として、進化の過程で保護色や発達し

た脳と眼を会得したのでしょう。 また、イカの寿命は基本的に1年といわれています

が、1 年という短い間で平均 30～50cmもの大きさになるというのは、脊椎のないこ

とが成長のスピードを飛躍的に伸ばしている要因とも考えられます。 余談ですが、昨

年、南極海でニュージーランドの漁師が、重さ 450 キロの世界最大級のイカを捕獲し

たニュースがありました。 なんと吸盤の大きさはタイヤほどもあったそうです。   

まるで映画の世界のような話ですが、佐渡海峡にもそんな化け物がいて、もし捕獲がで

きれば、今年の大物賞「イカの部」は間違いなく優勝確定です・・・。    

そして、撮影にはクレーンを用意し人間と並んで撮ってみたいと思っています。

 工場だより  
 

■船検の検査済みステッカーが変わります。 

平成20年 1月より、従来まで船検で交付されていた『中間検査済票』が廃止され、次回の定期検査（中

間検査、定期検査）の時期を分かりやすく表示した『次回検査時期指定票』というものに代わります。 

ステッカーの実物は、図1をご覧いただければ分かるように、次回検査時期がひと目で分かるつくりにな

っています。 

今後、定期検査または中間検査に合格した船舶に対して2枚ステッカーが交付されますので、船体の両舷

の見やすい位置に貼り付けることになります。 実際、皆様の船の横には、図２のような配置で各ステッカ

ーを貼り付けることとなりますので、知っておいてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 3

 

図 1 「次回検査時期指定票」 

左のステッカーは、「次回の検査時期

は平成23年4月です」という意味です。 

マリーナでは事前に該当する船舶に対

し、船検の案内を送っています。 

図 2「実際船に貼られるシール類」

各ステッカーは「船体の両側の外か

ら見やすい位置」に貼り付ける決ま

りとなっています。 



 掲示板  
 

■柏崎マリーナオーナーズクラブ（KMOC）会員募集中！ 
 

 当クラブは懇親会や釣り大会などのイベントを通じ、皆様のマリンライフをより豊かなも

のにするお手伝いをしております。 主旨にご賛同いただける方はぜひご入会ください。 ま

た、現在仲間のためにお手伝いいただける「世話人」も募集しておりますのでお力をお貸し

頂ける方はご連絡ください。 
  

【 会  費 】年間1,000円 

【 受  付 】柏崎マリーナ窓口 

【今後の予定】※当日の天候やその他の事情で日程や内容が変更になる場合もありますので、直前の案内等をご確認下さい。 
 

・年間大物賞 

■対 象 魚：マダイ、ワラサ、イカ属全般 

■期  間：平成19年 11月 30日～平成20年の懇親会前々日まで  

■申請方法：マリーナ職員までお声かけ下さい。検量および記録をいたします。 
 

・キス釣り大会  

■開催日：200８年７月27日（日）を予定 

■時 間：午前4時 30分マリーナ集合、午前11時帰港分まで対象 
 
・親睦会等について 

■夏季にはバーベキューとビールでマリンフェスティバルを行ない､年末には忘年会も兼ねて「会員懇親

会」として親睦会も行なっております。 これらは柏崎マリーナ運営者側と共催いたします。  

また年末の懇親会の前には、オーナーズクラブの総会を実施します。 
 
・イベント等の実施・協力  

■その他、夏期には体験乗船を実施したり､冬期には安全講習会を行なったりしてお

ります。 
 

■ボートショーの開催のご案内  
 

○「第１８回新潟ボートショー」の開催  
 

来たる2月 23日（土）、24日（日）の両日、新潟市産業振興センターにおいて新潟ボートショーが開

催されます。 入場は無料となっており、当マリーナも出展をしております。 モーターボート中心ではあ

りますが、会場イベントや各社即売会など楽しめる内容となっておりますので、ぜひ足をお運び下さい。 

 

○「ジャパンインターナショナルボートショー２００８イン横浜」 
 

『ジャパンインターナショナルボートショー2008 in 横浜』は、「パシフィコ横浜」、「特設フローティ

ング」と JR桜木町駅前に位置する「日本丸メモリアルパーク」地区の3会場と、臨港パーク、ぷかり桟

橋、プラザ、中古艇フェアを含む七つの海（会場）を巡り、見て、触れて、体験する一大ボートショーで

す。 ボートに興味のない方でも楽しめるイベントとなっているようですので、ご家族皆様で足を運んで

みてはいかがでしょうか。 

【会 期】 2008年 3月 6日（木）・7日（金）・8日（土）・9日（日） 

【場 所】 ﾊﾟｼﾌｨｺ横浜（展示ホールA・B・C・D）・ﾊﾟｼﾌｨｺ横浜地区特設桟橋・日本丸ﾒﾓﾘｱﾙﾊﾟｰｸ地域 

【開館時間】 10時～18時 ※3月 6日は11時 45分開会式／12時より一般開場 ※3月 9日は17時閉場 

【入場料】 一般 1,000円／高校生以上（中学生以下は無料） 
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※ﾏﾘｰﾅでも招待券を若干数用意しております。ご希望の方はお申し出下さい。（枚数に限りがあります） 


